
I 画’
※「児童ポルノ禁止法」の正式名称

児童買春、児童ポルノに優る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律

『児童ポルノ禁止法』改正の趣旨

｜児童ポルノに係る行為の実情｜｜児童の権利の擁護に関する国際的動向

－□一
etc

■

適用上の注意規定の明確化
児童ポルノ所持等の禁止

自己の性的好奇心を満たす目的での児童ポルノ所持等についての罰則の新設
インターネットの利用に係る事業者の努力規定の新設
被害児童の保護のための措置を講ずる主体及び責任の明確化

●
■
■
●
●

１
２
３
４
５

」

1．適用上の注意規定の明確化甲

法律の適用に当たり「児童に対する性的搾取及び性的虐待から児童を保護し

その権利を擁護するとの本来の目的を逸脱して他の目的のためにこれを濫用す
るようなことがあってはならない」ことを明示

2．児菫ポルノ所持等の禁止

’
何人も、みだりに、児童ポルノを所持し、又は
してはならない。（罰則なし）

害句菫一
」 こ｛糸

一口一

3．自己の性的好奇心を満たす目的での児童ポルノ所持等についての罰則の新設
言

自己の性的好奇心を満たす目的で、

①児童ポルノを所持した者
②児童ポルノに係る電磁的記録を伝宣した者
1年以下の懲役又は100万円以下の罰金－う

4．インターネットの利用に係る事業者の努力規定の新設

は、捜査機関への協力、管理権限に基づインターネットの利用に

く情報送信防止措置その他ゴンターネットを利用した児童ポルノの所持、提供
譜ヱト禺女又 ものとする。止に 旨

盃■■■
一
』

」

5．被害児菫の保護のための措置を諸ずる主体及び責任の明確化

I’
被害児童の保護措置につき、厚生労働省、法務省、都道府県警察、児童相談
所及び福祉事務所の例示により、主体及び責任を明確化

6．その他
、〆

(1)施行期日
公布の日から起算して20日を経過した日

※自己の性的好奇心を満たす目的での児童ポルノ所持等についての

適用しない。

(2)検討規定
①児童ポルノに麹する漫画等（漫画アニメ、CG、擬似児童ポルノ

罰則は、本法施行日から1年間は、
a

児童ポルノに類する漫画等（漫画、アニメ、CG、擬似児童ポルノ等） と児童の権利を侵害する行為

との関連性に関する調査研究

②インターネットによる児童ポルノに係る情報の閲覧の制限（いわゆる「ブロッキング」の措置）に
関する技術の開発の促進
→施行後3年を目途として、①、②等を勘案しつつ検討、その結果に基づく必要な措置

ノL

『児童ポルノ禁止法」一部改正法案の概要



第
二
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
の
禁
止
等

第
一
適
用
上
の
注
意
規
定
の
明
確
化

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
関
係
）

び
性
的
虐
待
か
ら
児
童
を
保
護
し
そ
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他
の
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用

二
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
の
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
に
つ
い
て
の
罰
則

一
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
の
禁
止

る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
関
係
）

１
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の

こ
の
法
律
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及

綱罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
同
様
の
目
的
で
、
こ
れ
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
こ

何
人
も
、
み
だ
り
に
へ
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
、
又
は
こ
れ
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要

4

､
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第
四
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
主
体
及
び
責
任
の
明
確
化

第
三
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
事
業
者
の
努
力

係
…

警
察
、
児
童
相
談
所
及
び
福
祉
事
務
所
を
例
示
し
、
措
置
を
講
ず
る
主
体
及
び
責
任
を
明
確
化
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
関

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
の
二
関
係
）

信
を
防
止
す
る
措
置
そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
れ
ら
の
行
為
の
防
止
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

復
は
著
し
く
困
難
に
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
捜
査
機
関
へ
の
協
力
、
そ
の
管
理
権
限
に
基
づ
き
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
情
報
の
送

を
提
供
す
る
事
業
者
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
所
持
、
提
供
等
の
行
為
に
よ
る
被
害
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
容
易
に
拡
大

し
、
こ
れ
に
よ
り
一
旦
国
内
外
に
児
童
ポ
ル
ノ
が
拡
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
廃
棄
、
削
除
等
に
よ
る
児
童
の
権
利
回

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
主
体
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
、
法
務
省
都
道
府
県

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
不
特
定
の
者
に
対
す
る
情
報
の
発
信
又
は
そ
の
閲
覧
等
の
た
め
に
必
要
な
電
気
通
信
役
務

２
１
に
係
る
国
民
の
国
外
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
関
係
）

と
。
（
新
第
七
条
第
一
項
関
係
）

一
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第
五
そ
の
他

二
検
討

一
施
行
期
日
等

１
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一

２
児
童
ポ
ル
ノ
に
類
す
る
漫
画
等
の
規
制
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
情
報
の
閲
覧
の
制
限
に

１
政
府
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
類
す
る
漫
画
等
（
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、
擬
似
児
童
ポ
ル
ノ
等
を
い
う
。
）
と
児
童
の

２
第
二
の
二
の
１
（
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
の
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
に
つ
い
て
の
罰
則
）
は
、
こ
の
法

権
利
を
侵
害
す
る
行
為
と
の
関
連
性
に
関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
児
童
ポ

律
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
第
二
項
関
係
）

条
第
一
項
関
係
）

ル
ノ
に
係
る
情
報
の
閲
覧
の
制
限
に
関
す
る
技
術
の
開
発
の
促
進
に
つ
い
て
十
分
な
配
盧
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
１
の
調
査
研
究
及
び
技
術
の
開
発
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ

（
附
則
第
二
条
第
一
項
関
係
）
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三
そ
の
他

検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
第
二
項

関
係
）

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

四



第
六
条
の
二
何
人
も
、
み
だ
り
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
、
又
は
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿

な
い
」
に
改
め
る
。

同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一

そ
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他
の
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
の
下
に
「
所
持
、
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、

態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
て
は
な
ら
な

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
留
意
し
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
か
ら
児
童
を
保
護
し

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）

、
０
０

Ｖ
（
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
の
禁
止
）

児
童
買
春
§
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

「

↓

ａ
』
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I

項
中
「
児
童
ポ
ル
ノ
の
」
の
下
に
「
所
持
、
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

項
」
を
「
第
一
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項

第
十
四
条
第
一
項
中
「
児
童
ポ
ル
ノ
の
」
の
下
に
「
所
持
、
」
を
加
え
、
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
第
二

ぽ
う

第
十
三
条
中
「
第
八
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
」
に
、
「
容
貌
」
を
「
容
貌
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
か
ら
第
七
条
」
を
「
、
第
六
条
又
は
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
、
第
六
条
、
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
前
条
」
に
改
め
る
。

よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

に
処
す
る
。
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
事
業
者
の
努
力
）

自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

一
一

７



第
十
四
条
の
二
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
不
特
定
の
者
に
対
す
る
情
報
の
発
信
又
は
そ
の
情
報
の
閲
覧
等
の
た
め
に
必

の
関
係
行
政
機
関
は
、
同
項
」
に
改
め
る
。

の
他
の
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
関
係
行
政
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
関
係
行
政
機
関
は
、
前
項
」
を
「
前
項

第
十
七
条
中
「
罪
」
を
「
規
定
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
関
係
行
政
機
関
」
を
「
厚
生
労
働
省
、
法
務
省
§
都
道
府
県
警
察
、
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
そ

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

児
童
の
権
利
回
復
は
著
し
く
困
難
に
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
捜
査
機
関
へ
の
協
力
、
当
該
事
業
者
が
有
す
る
管
理
権
限
に
基
づ

務
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
事
業
者
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
所
持
、
提
供
等
の
行
為
に
よ
る
被
害
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

き
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
情
報
の
送
信
を
防
止
す
る
措
置
そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ジ
ト
を
利
用
し
た
こ
れ
ら
の
行
為
の
防
止
に
資

要
な
電
気
通
信
役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
役

て
容
易
に
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
り
一
旦
国
内
外
に
児
童
ポ
ル
ノ
が
拡
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
廃
棄
、
削
除
等
に
よ
る

（
施
行
期
日
等
）

附

則

』

一
一
一



第
二
条
政
府
は
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
映
像
、
外
見
上
児
童
の
姿
態
で
あ

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
適
用
し
な
い
。

２
児
童
ポ
ル
ノ
に
類
す
る
漫
画
等
の
規
制
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後

童
ポ
ル
ノ
に
類
す
る
漫
画
等
」
と
い
う
。
）
と
児
童
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
と
の
関
連
性
に
関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

三
年
を
目
途
と
し
て
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
研
究
及
び
技
術
の
開
発
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の

る
も
の
と
す
る
。

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
情
報
の
閲
覧
等
を
制
限
す
る
た
め
の
措
置
（
次
項
に
お

る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
以
外
の
者
の
姿
態
を
描
写
し
た
写
真
等
で
あ
っ
て
児
童
ポ
ル
ノ
に
類
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
児

い
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
の
制
限
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
技
術
の
開
発
の
促
進
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
を
す

（
検
討
）

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

四



第
五
条
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を

第
四
条
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
若
し
く
は
第
八
条
」
に
改
め
る
。

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
七
条
の
四
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
第
八
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
ま
で
、

別
表
第
七
十
号
中
「
第
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
五
条
の
二
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
ホ
中
「
第
八
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
又
は
第
八
条
」
に
改
め
る
。

①

ー

五

』



す
る
罰
則
を
設
け
、
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
事
業
者
に
つ
い
て
児
童
ポ
ル
ノ
の
所
持
、
提
供
等
の
行
為

持
す
る
こ
と
等
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
の
児
童
ポ
ル
ノ
の
所
持
等
を
処
罰

の
防
止
措
置
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

）

児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
の
実
情
、
児
童
の
権
利
の
擁
護
に
関
す
る
国
際
的
動
向
等
に
鑑
み
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
み
だ
り
に
所

理
由

七



（
定
義
）

第
二
条
［
同
下
］

改
正
案

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
［
同
下
］

３
［
同
下
］

○
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）

２
［
同
下
｝

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

寺

現
行
（
本
則
の
全
条
文
）

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
・

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
が
児
童
の

権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
と
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
あ
わ
せ
て
児
童
の

権
利
の
擁
護
に
関
す
る
国
際
的
動
向
を
踏
ま
え
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ

に
係
る
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身
に

有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
」
と
は
、
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い

戸
ｎ
Ｊ
〆
◎

２
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
買
春
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対

し
、
対
償
を
供
与
し
、
又
は
そ
の
供
与
の
約
束
を
し
て
、
当
該
児
童
に
対
し
、

性
交
等
（
性
交
若
し
く
は
性
交
類
似
行
為
を
し
、
又
は
自
己
の
性
的
好
奇
心

を
満
た
す
目
的
で
、
児
童
の
性
器
等
（
性
器
、
肛
門
又
は
乳
首
を
い
う
。
以

下
同
じ
・
）
を
触
り
、
若
し
く
は
児
童
に
自
己
の
性
器
等
を
触
ら
せ
る
こ
と
を

い
う
。
以
下
同
じ
・
）
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
・

一
児
童

二
児
童
に
対
す
る
性
交
等
の
周
旋
を
し
た
者
《

三
児
童
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、

児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い
う
。
．
以
下
同
じ
・
）
又
は
児
童
を
そ
の
支

配
下
に
置
い
て
い
る
者

３
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
と
は
、
写
真
、
電
磁
的
記
録
（
電

子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処

新
旧
対
照
条
文

急
掛
餌
訓
矧
は
改
正
部
分
）



（
児
童
買
春
勧
誘
）

第
六
条
［
同
下
］

（
児
童
買
春
周
旋
）

第
五
条
［
同
下
］

（
児
童
買
春
）

第
四
条
［
同
下
］

（
適
用
上
の
注
意
）

第
三
条
こ
の
法
律
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し

な
い
よ
う
に
留
意
し
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
か
ら
児
童

２
［
同
下
］

を
保
護
し
そ
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他
の
目
的

の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

』

て
は
な
ら
な
い
。

1

（
児
童
買
春
）

第
四
条
児
童
買
春
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

（
児
童
買
春
周
旋
）

第
五
条
児
童
買
春
の
周
旋
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２
児
童
買
春
の
周
旋
を
す
る
こ
と
を
業
と
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
及

び
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
児
童
買
春
勧
誘
）

第
六
条
児
童
買
春
の
周
旋
を
す
る
目
的
で
、
人
に
児
童
買
春
を
す
る
よ
う
に

勧
誘
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２
前
項
の
目
的
で
、
人
に
児
童
買
春
を
す
る
よ
う
に
勧
誘
す
る
こ
と
を
業
と

し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
及
び
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他

の
物
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に

よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
も
の
を
い
う
。

一
児
童
を
相
手
方
と
す
る
又
は
児
童
に
よ
る
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
に

係
る
児
童
の
姿
態

二
他
人
が
児
童
の
性
器
等
を
触
る
行
為
又
は
児
童
が
他
人
の
性
器
等
を
触

る
行
為
に
係
る
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て
性
欲
を
興
奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る

も
の

三
衣
服
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な
い
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て
性
欲
を
興

奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る
も
の

（
適
用
上
の
注
意
）

第
三
条
こ
の
法
律
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し

な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

q
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６
［
同
下
］

４
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
に
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
姿
態
を
と
ら
せ
、
こ
れ
を
写
真
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒

体
そ
の
他
の
物
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ

を
製
造
し
た
者
も
、
詞
．
詞
と
同
様
と
す
る
。

５
［
同
下
］

３
［
同
下
］

た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

１２
［
同
下
］

第
六
条
の
二
何
人
も
、
み
だ
り
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
、
又
は
第
二
条

第
七
条

的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る

児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し

者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
自
己
の
性

管
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
保

（
児
童
ポ
ル
ノ
詞
劉
呵
１
提
供
等
）

（
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
等
の
禁
止
）

ー

自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
し
た

第
七
条
児
童
ポ
ル
ノ
を
提
供
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
第
二
条
第
三
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
法
に
よ
り
描
写
し
た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
提

供
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

２
前
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
、
所
持
し
、
運

搬
し
、
本
邦
に
輸
入
し
、
又
は
本
邦
か
ら
輸
出
し
た
者
も
、
同
項
と
同
様
と

・
す
る
。
同
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
同
項
の
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た

者
も
、
同
様
と
す
る
。

副
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
に
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
姿
態
を
と
ら
せ
、
こ
れ
を
写
真
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒

体
そ
の
他
の
物
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ

を
製
造
し
た
者
も
、
詞
斗
凰
と
同
様
と
す
る
。

４
児
童
ポ
ル
ノ
を
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
者
に
提
供
し
、
又
は
公
然
と
陳

列
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
第
二
条
第
三
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
法
に
よ
り
描
写
し
た
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
不

特
定
又
は
多
数
の
者
に
提
供
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

副
前
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
、
所
持
し
、
運

搬
し
、
本
邦
に
輸
入
し
、
又
は
本
邦
か
ら
輸
出
し
た
者
も
、
同
項
と
同
様
と

（
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
等
）

［
新
設
］

［
新
設
］

三



列
魯
劉
判
劉
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、

は
外
国
か
ら
輸
出
し
た
日
本
国
民
も
、

（
児
童
買
春
等
目
的
人
身
売
買
等
）

第
八
条
［
同
下
］

第
十
二
条
第
四
条
か
ら

規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
過
失
が
な
い
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
国
民
の
国
外
犯
）

第
十
条
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
か
ら
詞
対
頁
ま
で
並
び

に
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
罪

は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
条
の
例
に
従
う
。

（
両
罰
規
定
）

第
十
一
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
五
条
１
詞
詞
副
詞
列

３
［
同
下
］

（
児
童
の
年
齢
の
知
情
）

第
九
条
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と

２
［
同
下
］

件
の
捜
査
及
び
公
判
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
職
務
関

す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

（
捜
査
及
び
公
判
に
お
け
る
配
慮
等
）

は
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
七
項

し
て
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
第
一

第
六
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条

ま
で
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰

児
童
ポ
ル
ノ
を
外
国
に
輸
入
し
、
又

同
項
と
同
様
と
す
る
。

一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
前
条
の

の
罪
に
係
る
事

（
国
民
の
国
外
犯
）

第
十
条
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
か
ら
詞
到
凰
ま
で
並
び

に
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
罪

は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
条
の
例
に
従
う
。

（
両
罰
規
定
）

第
十
一
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
五
条
洲
副
詞
詞
甘
須

ま
で
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人

に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

（
捜
査
及
び
公
判
に
お
け
る
配
慮
等
）

第
十
二
条
第
四
条
か
ら
謂
川
副
詞
詞
司
の
罪
に
係
る
事
件
の
捜
査
及
び
公
判
に

職
務
上
関
係
の
あ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
職
務
関
係
者
」
と
い
う
。
）
は
、

す
る
。
同
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
同
項
の
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た

者
も
、
同
様
と
す
る
。

副
詞
凹
劉
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
外
国
に
輸
入
し
、
又

は
外
国
か
ら
輸
出
し
た
日
本
国
民
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。

（
児
童
買
春
等
目
的
人
身
売
買
等
）

第
八
条
児
童
を
児
童
買
春
に
お
け
る
性
交
等
の
相
手
方
と
さ
せ
又
は
第
二
条

第
三
項
各
号
の
い
哉
れ
か
に
掲
げ
る
児
童
の
姿
態
を
描
写
し
て
児
童
ポ
ル
ノ

を
製
造
す
る
目
的
で
、
当
該
児
童
を
売
買
し
た
者
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下

の
懲
役
に
処
す
る
。

２
前
項
の
目
的
で
、
外
国
に
居
住
す
る
児
童
で
略
取
さ
れ
、
誘
拐
さ
れ
、
又

は
売
買
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
居
住
国
外
に
移
送
し
た
日
本
国
民
は
、
二
年
以

上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

３
前
二
項
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

（
児
童
の
年
齢
の
知
情
）

第
九
条
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
た
だ
し
、
過
失
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

●
且

四



I

件
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
就
学
す
る
学
校

の
名
称
、
住
居
、
覇
調
等
に
よ
り
当
該
児
童
が
当
該
事
件
に
係
る
者
で
あ
る

こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
記
事
若
し
く
は
写
真
又
は
放
送
番

組
を
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
出
版
物
に
掲
載
し
、
又
は
放
送
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
教
育
、
啓
発
及
び
調
査
研
究
）

第
十
四
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
罰
矧
１

提
供
等
の
行
為
が
児
童
の
心
身
の
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
錨
刮
ぐ
こ
れ
ら
の
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

児
童
の
権
利
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
詞
劉
司
１
提
供
等

の
行
為
の
防
止
に
資
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
事
業
者
の
努
力
）
↑

第
十
四
条
の
二
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
不
特
定
の
者
に
対
す
る
情
報

の
発
信
又
は
そ
の
情
報
の
閲
覧
等
の
た
め
に
必
要
な
電
気
通
信
役
務
（
電
気

第
十
三
条
第
四
条
か
ら

係
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
、
児
童
の
人
権
及
び
特

性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
名
誉
及
び
尊
厳
を
害
し
な
い
よ
う
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
［
同
下
］

こ
と
に
鑑
み
、
捜
査
機
関
へ
の
協
力
、
当
該
事
業
者
が
有
す
る
管
理
権
限
に

基
づ
き
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
情
報
の
送
信
を
防
止
す
る
措
置
そ
の
他
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
れ
ら
の
行
為
の
防
止
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講

大
し
、
こ
れ
に
よ
り
一
旦
国
内
外
に
児
童
ポ
ル
ノ
が
拡
散
し
た
場
合
に
お
い

持
、
提
供
等
の
行
為
に
よ
る
被
害
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
容
易
に
拡

す
る
電
気
還
信
役
務
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
事
業
者
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
所

通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定

て
は
そ
の
廃
棄
、
削
除
等
に
よ
る
児
童
の
権
利
回
復
は
著
し
く
困
難
に
な
る

（
記
事
等
の
掲
載
等
の
禁
止
）

ノ

第
六
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
罪
に
係
る
事

２
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
職
務
関
係
者
に
対
し
、
児
童
の
人
権
、
特
性

等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
訓
練
及
び
啓
発
を
行
う
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
記
事
等
の
掲
載
等
の
禁
止
）

第
十
三
条
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
罪
に
係
る
事
件
に
係
る
児
童
に
つ
い

て
は
、
そ
の
氏
名
、
年
齢
、
職
業
就
学
す
る
学
校
の
名
称
、
住
居
、
瑚
繩
等

に
よ
り
当
該
児
童
が
当
該
事
件
に
係
る
者
で
あ
る
こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
記
事
若
し
く
は
写
真
又
は
放
送
番
組
を
、
新
聞
紙
そ
の
他
の

出
版
物
に
掲
載
し
、
又
は
放
送
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
教
育
、
啓
発
及
び
調
査
研
究
）

第
十
四
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
提
供
等

の
行
為
が
児
童
の
心
身
の
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
汎
刎
卿
判
呵
こ
れ
ら
の
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

児
童
の
権
利
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
提
供
等
の
行
為

の
防
止
に
資
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

［
新
設
］

そ
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
、
児
童
の
人
権
及
び
特
性
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
名
誉
及
び
尊
厳
を
害
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五



（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
）

第
十
五
条
厚
生
労
働
省
、
法
務
省
、
都
道
府
県
警
察
、
児
童
相
談
所
、
福
祉

事
務
所
そ
の
他
の
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
関
係
行
政
機
関
は
、
児
童

買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ

り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
に
対
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、

そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
、
当
該
児
童
が
そ

の
受
け
た
影
響
か
ら
身
体
的
及
び
心
理
的
に
回
復
し
、
個
人
の
尊
厳
を
保
っ

て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
、
指
導
、
一
時
保
護
、
施
設
へ
の

入
所
そ
の
他
の
必
要
な
保
護
の
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す

う
（
）
。

２
前
項
の
関
係
行
政
機
関
は
、
同
項
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
同

項
の
児
童
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に

対
し
、
相
談
、
指
導
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

第
十
六
条
［
同
下
］

（
国
際
協
力
の
推
進
）

第
十
七
条
国
は
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
矧
君
に
係
る
行
為
の
防
止
及

び
事
件
の
適
正
か
つ
迅
速
な
捜
査
の
た
め
、
国
際
的
な
緊
密
な
連
携
の
確
保
、

国
際
的
な
調
査
研
究
の
推
進
そ
の
他
の
国
際
協
力
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

童
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、

相
談
、
指
導
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

第
十
六
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、

児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た

児
童
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
保
護
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、
こ
れ
ら
の
児

童
の
保
護
を
行
う
者
の
資
質
の
向
上
、
こ
れ
ら
の
児
童
が
緊
急
に
保
護
を
必

要
と
す
る
場
合
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
携
協
力
体
制
の
強
化
、
こ
れ
ら
の

児
童
の
保
護
を
行
う
民
間
の
団
体
と
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
等
必
要
な
体

制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
協
力
の
推
進
）

第
十
七
条
国
は
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
謂
に
係
る
行
為
の
防
止
及
び

事
件
の
適
正
か
つ
迅
速
な
捜
査
の
た
め
、
国
際
的
な
緊
密
な
連
携
の
確
保
、

国
際
的
な
調
査
研
究
の
推
進
そ
の
他
の
国
際
協
力
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
）

第
十
五
条
関
係
行
政
機
関
は
、
児
童
買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童

ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童

に
対
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
等
に
応
じ
、
当
該
児
童
が
そ
の
受
け
た
影
響
か
ら
身
体
的
及
び
心

理
的
に
回
復
し
、
個
人
の
尊
厳
を
保
っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
．

相
談
、
指
導
、
一
時
保
護
、
施
設
へ
の
入
所
そ
の
他
の
必
要
な
保
護
の
た
め

の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2

関
係
行
政
機
関
は
、
前
項

、

の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
児
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改
正
案

（
許
可
の
基
準
）

第
四
条
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
［
略
］

二
一
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
銅
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
次
に
掲
げ

“
る
罪
を
犯
し
て
一
年
未
満
の
懲
役
若
し
く
は
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

イ
ー
ニ
［
略
］

ホ
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
四
条
か
ら
第

六
条
ま
で
、
第
七
条
又
は
第
八
条
の
罪

ヘ
ー
ヲ
［
略
］

三
～
九
［
略
］

２
～
４
［
略
］

（
興
行
場
営
業
の
規
制
）

第
三
十
五
条
公
安
委
員
会
は
、
興
行
場
営
業
（
第
二
条
第
六
項
第
三
号
の
営

業
を
除
く
。
第
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
・
）
を
営
む
者
又
は
そ
の
代

理
人
等
が
、
当
該
営
業
に
関
し
、
刑
法
第
百
七
十
四
条
若
し
く
は
第
百
七
十

五
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
罪
を
犯
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
施
設
を
用
い
て
営

む
興
行
場
営
業
に
つ
い
て
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
営

業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営
業
の
規
制
）

第
三
十
五
条
の
二
公
安
委
員
会
は
、
店
舗
を
設
け
て
物
品
を
販
売
し
、
若
し

く
は
貸
し
付
け
る
営
業
（
そ
の
販
売
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
物
品
が
第
二
条

第
六
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
物
品
を
含
む
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
同

号
の
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営

○
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

現
行

（
許
可
の
基
準
）

第
四
条
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
［
同
上
］

二
一
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
銅
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
次
に
掲
げ

る
罪
を
犯
し
て
一
年
未
満
の
懲
役
若
し
く
は
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

イ
ー
ニ
［
同
上
］

ホ
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
四
条
か
ら
第

八
条
ま
で
の
罪

ヘ
ー
ヲ
［
同
上
］

三
～
九
［
同
上
］

２
～
４
［
同
上
］

（
興
行
場
営
業
の
規
制
）

第
三
十
五
条
公
安
委
員
会
は
、
興
行
場
営
業
（
第
二
条
第
六
項
第
三
号
の
営

業
を
除
く
。
第
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
・
）
を
営
む
者
又
は
そ
の
代

理
人
等
が
、
当
該
営
業
に
関
し
、
刑
法
第
百
七
十
四
条
若
し
く
は
第
百
七
十

五
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
潟
匂
須
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
施
設
を
用
い
て
営
む
興
行
場
営
業
に
つ
い
て
、

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
で
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営
業
の
規
制
）

第
三
十
五
条
の
二
公
安
委
員
会
は
、
店
舗
を
設
け
て
物
品
を
販
売
し
、
若
し

く
は
貸
し
付
け
る
営
業
（
そ
の
販
売
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
物
品
が
第
二
条

第
六
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
物
品
を
含
む
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
同

号
の
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営

七



業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
者
又
は
そ
の
代
理
人
等
が
、
当
該
特
定
性
風
俗
物
品

販
売
等
営
業
に
関
し
、
刑
法
第
百
七
十
五
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
性
風

俗
物
品
販
売
等
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
施
設
を
用
い
て
営
む
特
定
性

風
俗
物
品
販
売
等
営
業
（
第
二
条
第
六
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
物
品
を

販
売
し
、
又
は
貸
し
付
け
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
六
月
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
者
又
は
そ
の
代
理
人
等
が
、
当
該
特
定
性
風
俗
物
品

販
売
等
営
業
に
関
し
、
刑
法
第
百
七
十
五
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ

ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
調
廿
須
の

罪
を
犯
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営
業
を
営

む
者
に
対
し
、
当
該
施
設
を
用
い
て
営
む
特
定
性
風
俗
物
品
販
売
等
営
業
（
第

二
条
第
六
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
物
品
を
販
売
し
、
又
は
貸
し
付
け
る

部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
営

業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

9

八



改
正
案

〔
ピ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
証
人
尋
問
等
〕

第
百
五
十
七
条
の
四
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
る

場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
及
び
被
告
人
又
は
弁
護

人
の
意
見
を
聴
き
、
．
裁
判
官
及
び
訴
訟
関
係
人
が
証
人
を
尋
問
す
る
た
め
に

在
席
す
る
場
所
以
外
の
場
所
（
こ
れ
ら
の
者
が
在
席
す
る
場
所
と
同
一
の
構

内
に
限
る
。
）
に
そ
の
証
人
を
在
席
さ
せ
、
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相

手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ

っ
て
、
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
［
略
］

二
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
十
条
第
一

項
の
罪
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
九
号
に
係
る
同
法
第
六
十

条
第
二
項
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及

び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第

四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
若
し
く
は
第
八
条
の
罪
の
被
害
者

三
［
略
］

②
．
③
［
略
］

〔
被
害
者
特
定
事
項
の
保
護
〕

第
二
百
九
十
条
の
二
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
を
取
り
扱
う
場
合
に
お

い
て
、
当
該
事
件
の
被
害
者
等
（
被
害
者
又
は
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
若

し
く
は
そ
の
心
身
に
重
大
な
故
障
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直

系
の
親
族
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
若
し
く
は
当
該
被
害

者
の
法
定
代
理
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
か
ら
申
出

が
あ
る
と
き
は
、
被
告
人
又
は
弁
護
人
の
意
見
を
聴
き
、
相
当
と
認
め
る
と

き
は
、
被
害
者
特
定
事
項
（
氏
名
及
び
住
所
そ
の
他
の
当
該
事
件
の
被
害
者

を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
を
公
開
の
法
廷
で

明
ら
か
に
し
な
い
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
［
略
］

二
児
童
福
祉
法
第
六
十
条
第
一
項
の
罪
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
第
一

項
第
九
号
に
係
る
同
法
第
六
十
条
第
二
項
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ

○
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

0

‐

三
［
同
上
］
．

②
．
③
［
同
上
］

〔
被
害
者
特
定
事
項
の
保
護
〕

第
二
百
九
十
条
の
二
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
件
を
取
り
扱
う
場
合
に
お

い
て
、
当
該
事
件
の
被
害
者
等
（
被
害
者
又
は
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
若

し
く
は
そ
の
心
身
に
重
大
な
故
障
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直

系
の
親
族
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
若
し
く
は
当
該
被
害

者
の
法
定
代
理
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
か
ら
申
出

が
あ
る
と
き
は
、
被
告
人
又
は
弁
護
人
の
意
見
を
聴
き
、
相
当
と
認
め
る
と

き
は
、
被
害
者
特
定
事
項
（
氏
名
及
び
住
所
そ
の
他
の
当
該
事
件
の
被
害
者

を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
を
公
開
の
法
廷
で

明
ら
か
に
し
な
い
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
［
同
上
］

二
児
童
福
祉
法
第
六
十
条
第
一
項
の
罪
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
第
一

項
第
九
号
に
係
る
同
法
第
六
十
条
第
二
項
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ

現
行

〔
ピ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
証
人
尋
問
等
〕

第
百
五
十
七
条
の
四
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
る

場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
及
び
被
告
人
又
は
弁
護

人
の
意
見
を
聴
き
、
裁
判
官
及
び
訴
訟
関
係
人
が
証
人
を
尋
問
す
る
た
め
に

在
席
す
る
場
所
以
外
の
場
所
（
こ
れ
ら
の
者
が
在
席
す
る
場
所
と
同
》
一
の
構

内
に
限
る
。
）
に
そ
の
証
人
を
在
席
さ
せ
？
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相

手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ

っ
て
、
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
［
同
上
］

二
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
十
条
第
一

‐
項
の
罪
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
九
号
に
係
る
同
法
第
六
十

条
第
二
項
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及

び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第

四
条
か
ら
第
刈
梨
剥
詞
司
の
罪
の
被
害
者

九



－

三
［
略
］

②
～
④
［
略
］

か
ら
第
六
条
ま
で
、

ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条

第
七
条
若
し
く
は
第
八
条
の
罪
に
係
る
事
件

ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条

か
ら
謂
川
梨
詞
司
の
罪
に
係
る
事
件

三
［
同
上
］

②
～
④
［
同
上
］

、

一

○



別
表
（
第
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
、
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
関
係
）

一
～
六
十
九
［
略
］

七
十
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
五
条
（
児
童
買

春
周
旋
）
、
第
六
条
第
二
項
（
業
と
し
て
行
う
児
童
買
春
勧
誘
）
、
飼
廿
須

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に

対
す
る
提
供
等
）
又
は
第
八
条
（
児
童
買
春
等
目
的
人
身
売
買
等
）
の
罪

七
十
一
～
八
十
四
［
略
］

○
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

〃

６

改
正
案

q

》

別
表
（
第
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
、
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
関
係
）

一
～
六
十
九
［
同
上
］

七
十
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
五
条
（
児
童
買

春
周
旋
）
、
第
六
条
第
二
項
（
業
と
し
て
行
う
児
童
買
春
勧
誘
）
、
第
七
条

第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に

対
す
る
提
供
等
）
又
は
第
八
条
（
児
童
買
春
等
目
的
人
身
売
買
等
）
の
罪

七
十
一
～
八
十
四
［
同
上
］

現
行

》

’
一
９


